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自
民
党
と
民
主
党
の
大
連
立
構
想
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
九
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
の
発
案
及
び
起
草
に
携
わ
っ
た
者
並
び
に
そ
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
二
〇
〇
七
年
十
月
三
十
日
と
同
年
十
一
月
二
日
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
小
沢
一
郎
民
主

党
代
表
に
よ
る
党
首
会
談
（
以
下
、
「
党
首
会
談
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た
際
に
提
議
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
、
自

民
党
が
民
主
党
と
連
立
政
権
を
組
む
と
い
う
構
想
（
以
下
、
「
大
連
立
構
想
」
と
い
う
。
）
が
成
立
し
た
場
合
、
国
会
に
お

い
て
与
党
の
議
席
が
占
め
る
割
合
は
約
九
十
四
％
に
な
る
こ
と
が
民
主
主
義
の
環
境
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
か
と
の

福
田
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
質
問
に
対
し
て
、
「
政
府
と
し
て
は
、
党
首
会
談
の
結
果
、
具
体
的
な
合
意
に
至
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
仮
定
の
事
実
を
前
提
と
し
た
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右

答
弁
は
一
の
者
が
自
ら
の
考
え
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
か
、
ま
た
は
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
意
向
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え

た
上
で
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
福
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
一
連
の
総
理
大
臣
官
邸
に
お
け
る
記
者
と
の
や
り
取
り
に
お
い

て
、
党
首
会
談
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
連
の
総
理
大
臣
官
邸
に

一



お
け
る
記
者
と
の
や
り
取
り
に
お
い
て
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


